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図 1　豊臣後期の大坂城下町推定図（松尾信裕氏作成［松尾2017b］図 6を転載）

大坂城下町とその周辺～最近の発掘調査からみた城下町の成立～

　　公益財団法人大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

小田木富慈美

　

1 .はじめに　大坂城と城下町（大坂城下町の成立）について・・・これまでの説のまとめ

　a. 豊臣初期城下町（豊臣前期）　天正11（1583）年　大坂城築城

 上（島）町城下町・北平野町城下町整備

　初期の豊臣大坂城は、中世の拠点であった四天王寺と港湾施設を持つ渡辺を取り込む形で作られている。

もともと人が多く住んでいた地域をつなぐように街区を作る。渡辺に関してはもともと大坂本願寺から直

接結ぶ道があり、街区はこれを踏襲したのではないかといわれる。城下町の創設に際し、渡辺にいた住民は、

市内7箇所に分かれて移住させられ、寺社も移転。上（島）町城下町では敷地奥にまで建物が建てられており、

当初から開発が進んでいた。平野町城下町は、道路を中心とした両側町で、住民は大阪市南部の平野環濠

都市から移住したとされる。築城時の石運びの道として意識されていた［豆谷・南2015］。

　b. 豊臣前期城下町　天正13（1585）年　秀吉関白となる、　天満本願寺建設（→1591に京都へ移転）

 　　　　　　　文禄 4（1594）年　惣構堀工事、秀吉大坂城へ移る

 　　　　　　　慶長元（1596）年　慶長伏見大地震

　豊臣前期には、天満本願寺を町の外に配置、中小の寺社を移転、大名屋敷は城の南・南東に作る。

　文禄 4（1594）年の惣構の構築によって平野町の北部が大坂城内となる。これによって、平野町を四天王

寺まで続く町とする計画が頓挫。発掘調査では惣構より南の平野町では、溝以外の町屋遺構はほとんど認

められない。→江戸時代に周辺は寺町として再編されるが、それ以外の地点では耕作地となる場所も多く、

18世紀以降に開発が進む。この間、大坂城西側の上町城下町の南に町屋が拡大していくが、発掘調査では、

三ノ丸盛土直下、豊臣前期の遺構直上に薄い粘土が堆積する場合があり、被害によって開発が中断した箇

所もあったか。

　 c. 豊臣後期城下町　慶長 3（1598）年　三ノ丸建設　大名屋敷を大坂城の南に配置　　秀吉没す

　　　　　　　　　　慶長5（1600）年　関ヶ原の戦い　

　　　　　　　　　　慶長19・20（1614・1615）年　大坂冬ノ陣・夏ノ陣による大坂城下町・大坂城焼亡

　三ノ丸の建設によって、三ノ丸の中にいた町人（数万人か）の強制移住「町中屋敷替え」が行われる。その

移住先が船場城下町であり、町場造成のため、東横堀川を開鑿、町割を行う。当初の船場西限は心斎橋筋、

南限は南本町と推定される。1600年頃に西横堀の一部・阿波堀川の掘削、同年、道頓堀川の掘削開始。

　d．徳川期城下町　大坂ノ陣直後から、元和 5（1619）年　松平忠明による市街地の復興、同年直轄地へ

　　　　　　　　　元和元（1615）年：道頓堀川、元和 3（1618）年：江戸堀、元和 8（1623）年：長堀川、  

  　　 寛永 3  （1626）年：立売堀、寛永 7（1630）年：薩摩堀川 完成

　直轄地となって以降、急速に海岸部へと市街地化がすすむ。市内10以上の村が市街地化され、消滅する。

　明暦元（1655）年の絵図には、海岸部まで町場が続く様子が描かれる。この頃の人口は20万人弱か。各堀

川の完成によって、17世紀前葉にはほぼ町場はできあがっているが、船場周囲の発掘調査では、初期伊万

里段階（1630年代）以前の遺構は少なく、17世紀中葉にかけて遺構・遺物が急激に増加する地点が多い。

ここで用いる時期区分

　大坂本願寺期：明応5（1496）年：本願寺創建～天正 8（1580）年：本願寺焼亡

　豊臣前期：本願寺焼亡～慶長3（1598）年：三ノ丸築城開始

　豊臣後期：三ノ丸築城～慶長20（1615）年：大坂夏ノ陣
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図 2　明治時代の地図と調査地（明治20（1887）年内務省発行『大阪実測図』）
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図 3　明治時代の地図と調査地（図 2を拡大）

2 . 最近の調査から得られた新たな知見

　（1）大坂城下町（船場）の西・南で見つかった、大坂冬ノ陣で焼失する屋敷地

　IB05－1　礎石建物　塼列建物検出

　OJ08－2　大型の礎石建物検出　

　UT08－1　礎石建物検出　

　HB13－1・14－1　礎石・瓦葺建物検出
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図 4　IB05－ 1 次調査の遺構［大市教・大文協2006］（一部改変）
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図 5　OJ08－ 2 次調査の遺構［大市教・大文協2010］（一部改変）
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図 6 　UT08－ 1 次調査の遺構
［大市教・大文協2010］
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図 7 　HB13－ 1 次調査の遺構
［大市教・大文研2015］（一部改変）

０ ５ｍ

X－146,965X－146,965

－146,970－146,970

－146,975－146,975

－146,980－146,980

－146,985－146,985

－146,990－146,990

Y－45,260Y－45,260－45,265－45,265－45,270－45,270

GN

SD115SD115

図 8　HB14－ 1 次調査の遺構
［大市教・大文研2016］（一部改変）

＊図 4～15の文献は以下の通りに略記する
（大阪市文化財協会：大文協、大阪文化財研究所：大文研、大阪市教育委員会：大市教）

西側
調査区

東側
調査区

 IB05－1　整地の境界や建物の方位はほぼ近世以降と合うか・・・島町城下町の延長線上

　OJ08－2　道修町通を超えて南に建物が伸びる可能性あり・・・道修町通りはなかった　

　UT08－1　礎石建物の方位は北でわずかに西に振る・・近世以降の方位とややずれる

　HB13－1・14－1　礎石・溝の方位は北で東に降る可能性・・・近世以降の方位と合致しないものあり

　以上の豊臣後期の遺構には、街区の規制を受けないもの、街区と方位の一致しないものがあり、その地

点は城下町外だった可能性が高い。慶長4（1599）年、秀頼の大坂居住に続いて家康が大坂城西の丸に入る。

翌年、伏見から大名がこぞって大坂へ移転したため、必要な敷地を船場城下町外に求めたか［松尾2017b］。
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図11　中世後期の古地理図（［大文研・大阪歴史博物館2014］巻頭図版 6をもとに一部加筆・改変）

図 9　天満本願寺・大阪天満宮と周辺の調査
（［南2017］図 1をもとに一部加筆）
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図10　高麗橋から船場周辺の中世遺構分布（［大文協2004］図294・295を改変）
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　（2）中世の集落と豊臣の大坂城下町

　中世集落の立地　（ 1）で述べた遺構が見つかった地点の周辺、大坂城・城下町下町周辺には、中世（鎌倉

～室町）の集落が立地している。立地環境は、大川の河岸や湾岸からそう遠くない微高地、上町台地上やそ

の縁辺である。文献史料上からは、渡辺津・津村・三津（寺）・難波のほか（西）高津・森が知られる。

　渡辺津（高麗橋から天満周辺）

　〈文献史料より〉

　奈良～平安時代東大寺領新羅江荘、10世紀～摂

津大
おおえのみくりや

江御厨房（朝廷蔵人所の直轄領）渡辺荘、頭成

荘（12～14世紀文献にあり）が存在。 9世紀頃に摂

津国府の港「渡辺津」が開かれ、11世紀末～16世紀

にかけて在郷武士であった渡辺氏の本拠地であっ

たとされる。発掘調査の結果、文献史料等からの

推定地よりも西側の天神橋・高麗橋周辺一帯に遺

構が集中、高麗橋付近が中心とみられる。

　寺院や神社については、天満地区では大阪天

満宮が10世紀初頭より存在、天正13～19（1585～

1591）年の 7年間天満本願寺が存在。高麗橋付近で

は、渡辺津の鎮守社坐摩神社、渡辺氏の氏寺薬師

堂のほか、渡辺浄土堂（渡辺別所）・来迎堂・娑婆堂、

熊野参詣で九十九王子の第一王子社である窪津王

子が所在（12～13世紀が最盛期）。

　〈発掘調査の成果〉

　大川の北では鎌倉時

代までは大阪天満宮の

南西・南東の 2か所で

まとまりが見られる。

室町時代の14世紀後半

になると遺構・遺物の

分布地点が減少、集中

するか。16世紀はわず

かとなる。

　対岸の高麗橋付近一

帯では、鎌倉時代は広

範囲に遺構・遺物が分

布し、14世紀後半以降

は検出域が移動、遺物

出土量が減少する。
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図12　OJ16－ 4 次調査の遺構［大文研2017b］（一部改変）
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図15　NB16－ 1・NK96－ 1 次調査の遺構［大文研2017a］（一部改変）

図13　NB03－ 1 次調査の遺構
［大市教・大文協2004］GN
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図14　NK12－ 1 次調査の遺構
［大市教・大文研2014b］（一部改変）

　津村　

　〈文献史料より〉　摂津大江御厨（朝廷直轄荘園）で元弘 3（1333）年の文献『内蔵寮領等目録』にある津村郷

に相当するか。明治時代の地図では、北御堂の北側に「津村」が見える。『渡辺惣官家文書』では、享禄年間

（1528～1532）の記述に渡辺荘の飛び地とみられる「津村龍安寺領」の名が見えるほか、永禄 9（1566）年、

渡辺・津村の被官百姓に対する記載あり。天文4（1535）年、細川晴元と本願寺の戦いで焼ける『私心記』。

　寺院・神社などは、豊臣前期：文禄 3（1594）年、御霊（圓江）神社が靱本町付近より移転（石州津和野藩

の祖亀井茲矩候が邸地を割いて寄進）。慶長2（1597）年、津村御坊（北御堂）が渡辺から移転。

　〈発掘調査の成果〉　OJ16－ 4次調査で13世紀の井戸・土壙・溝・小穴を確認　14世紀後半以降遺物は少

なく、居住を示す遺構はなし。周辺では北で西に振る方位の溝が見られる＝西成郡北部の条里方向に合致し、

古代から地割方向が踏襲される。御堂筋以東では、鎌倉時代までの遺物は散見されるが室町時代以降は激減。

　三津（寺）村

　〈文献史料より〉　御津が語源か？現在の島之内西端に地名「三津寺」が残る。石清水八幡宮の荘園であっ

た。承久 2（1220）年、『石清水文書』に「摂津国三津寺、畠三段在二八幡河合一」の記載あり。『石清水文書』の応

永22（1415）年に「摂津国三津寺荘田畑注進」とある。大坂本願寺攻めの史料で天正4（1576）年に三津寺砦の

記載あり。豊臣期に直轄とされ、検地帳に記載あり。江戸時代、元和元（1615）年の水帳に屋敷42筆とある。

　寺院・神社などについては、三津寺（真言宗）が 8世紀に創建、豊臣前期の文禄年間（1592～1596年）に僧

賢愚が中興したが、19世紀に焼失、再建して現在に至る。三津八幡宮は 8世紀に成立か。先の記載より13

世紀にも存在、文禄年間に焼失、その後再建されている。

　〈発掘調査の成果〉　調査件数が少ない。NB03－ 1次調査で13～14世紀前葉の遺構検出、WS12－ 2次調

査で15世紀の溝検出、HB16－ 2次調査で13世紀の瓦器出土。中世の集落は御堂筋の西側か。文献史料で

は本願寺期後半～豊臣期には現在地付近に村があった可能性あり。古代の顕著な遺構は近隣にはなし。

　難波村

　〈文献史料より〉　難波荘に比定される。『祈雨法御書』に難波荘は久寿元（1154）年の記述に王家領とあり、

本所は崇徳上皇の御願寺成勝寺である。『渡辺惣官家文書』延元 2（1337）年の記述に、渡辺惣官渡辺照が難

波荘の地頭職となるとある。応安 4（1371）年・応永 8（1401）年の同文書から、難波に渡辺氏の「堀屋敷」が

あり、「難波地頭屋敷一町八段大二十四歩」の規模であったことが知られる。［大阪市史編纂委員会1989］で

はこの機に渡辺氏が本拠地を高麗橋周辺から難波方面に移したとされる。『渡辺惣官家文書』によると、応

安 2（1369）年以前に難波村と木津浦との間に境界相論があったことから、村は少なくとも木津の北に位置

しており、遅くとも、16世紀後半までには上難波・下難波村の 2箇村に分かれていたと推定される。江戸

時代、元和 5（1619）年の文書には、下難波村が幕府領となって農地は堀や町屋に、上難波村や周辺も町屋

となったことが書かれる。明治時代の地図からは、上・下難波村のおおよその位置が推定できる。

　寺院・神社などについては、上難波村では、天正元～ 5（1573～1577）年に 4つの真宗寺院が開創されて

いる［大澤2000］。天正10（1582）年、坐摩神社が渡辺津（石町付近？）から移転。天正11（1583）年、難波神

社が上本町付近から現在地に移転、慶長 3（1598）年、難波別院（南御堂）が渡辺より現在地に移転。下難波

村では牛頭大王を祭る難波八阪神社（難波下の宮）が11世紀後半頃には存在したとされる。

　〈発掘調査の成果〉　上難波村付近では室町時代の溝が確認されるのみ。下難波村（鼬川北）では、NK12

－ 1次調査で12世紀の集落遺構確認、NK96－ 1・NB16－ 1次調査で15・16世紀の溝あり、遺物多数出土。
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4 .まとめ

　（ 1）中世集落の変質と歴史的背景

　・集住傾向の高まり

　後に大坂城下町となる地域のうち、天満・船場城下町周辺では、鎌倉時代の遺物・遺構検出地点は広範

囲に分散しているが、室町時代以降に同規模で、同じ位置に分布が続くところはなく、次第に検出地点が

減少、中心が移動することが指摘できる。15世紀代では、渡辺津周辺と下難波に遺構・遺物が集中し、津村・

三津・上難波付近にも遺構はあるが、遺物は少ない。後の御堂筋付近から東側では、西成郡北部の条里方

向に合致した溝が見られ、耕地が多くを占めた可能性が高い。16世紀の遺構・遺物の分布はさらに限定的

となる。大阪平野一帯では室町時代以降、周囲に堀を巡らす都市や集落が出現し、都市としては堺・平野、

集落としては、苅田・山之内など多数が知られる。四天王寺周辺でも多数の堀が掘られる。戦乱の続いた

結果、集住化が進み、大坂本願寺の北から西にかけての一帯においても、集落の分布状況は周辺地域と同

様で、居住地と耕作域が明確に分かれていた可能性が高い。のちに天満・船場城下町となる地域は、渡辺

津を除き、耕作地西の浜堤上に小集落が点在するだけだったため、都市計画が比較的容易だったと推察する。

　・中世集落と道路

　上町台地西の道：従来から、四天王寺西門より上町台地を下り、台地西辺に沿うように北の渡辺津へ向

かう直線的な道路が推定されている。道沿いには高野山と結ぶ九十九寺の伝承地が続く（窪津王子・坂口王

子・郡
こうと

戸王子・上野王子）。この道路は中世の文献にある浜道に比定されている。（『中右記』天仁 2（1109）年、

「行浜路、過天王寺西海辺、未一刻着窪津」：［大澤2013］）。道筋の東は台地際の崖、西は後に東横堀川の

掘削される凹地であり、海岸線からは2 ㎞弱離れる。

　海岸沿いの道：鎌倉時代までに津村郷・渡辺津は渡辺氏の領地であったが、室町時代初めには難波荘ま

でが同氏の支配下となった。その際、渡辺氏は本拠地を南へ移したと推定されている［大阪市史編纂委員会

1989］。発掘調査の知見からは、14世紀代以降に鼬川北岸の浜堤上で集落が発展し、渡辺氏の難波荘支配

と関連づけられる可能性がある。ほどなくして起こった、難波荘南の木津との間での境界争いの後、豊臣

期までには（下）難波と木津の集落境は鼬川となっていた可能性が高い。石山合戦の頃には本願寺の外港と

して、木津が物資輸送の拠点となった。多くの集落が渡辺氏に続き本願寺の支配下となったこれらの地域

では、地形復元と集落の位置、文献史料等から総合的に考察すると、渡辺津から西へ向かい、浜堤沿いに

点在した集落を蛇行しながら南へ結び、木津の集落・港に繋がる道が発生していたことが推定される。地

形復元からみて、津村から渡辺までは水域の南に東西道があったと推定される。津村・上難波付近の御堂

筋沿いには町屋の正面が筋に向く筋町の痕跡が残り、南・北御堂や御霊・坐摩・難波神社が東正面である

ことから、御堂筋の一部はこの道筋に該当する可能性がある（寺院や敷地の正面は既にあった道に規制され

たと推定）。また、三津付近では、慶長14（1609）年の検地帳、元和 6（1620）年の「三津寺町屋敷書上帳」に「か

いとう（街道ヵ）」の記載があり、旧屋敷と街道、上畠を合わせて三津寺町を創設し、町割りを行ったと推定

されている［脇田修1994］。ここから難波・木津へは、明暦元（1655）年の「大坂三郷町絵図」で描かれるよう

な、心斎橋筋から南の今宮へ向かい、難波・木津へ枝分かれする道が存在したとみられる。

　（2）豊臣大坂城下町計画と中世集落

　・平野町＝石運びの町　・島町＝渡辺津と大坂城を結ぶ　・天満＝本願寺と寺内町を取り込む

　・船場＝町屋・・周辺は基本的に農地だが、一時期大名・武家屋敷が立地（既存集落の周辺か）

　大坂城下町（船場）では町割り計画を立てる際に、集落や道路、地形を目安として、西端となる直線道（心

斎橋筋：惣尻切）、島町城下町と角度の違う東西道（通り）を割付けた可能性がある。その際、主な寺社を城

下町外へ配置するが、移転は豊臣前期に開始しており、城下町の計画がその前にできていた可能性を示す。

船場では元の地形を利用し、東横堀川、道頓堀川、西横堀川の掘削によって排水を行うとともに、揚土で

低い土地のかさ上げを行うことを計画。天満では築堤と堀川の掘削によって、浸水を防ぐ。これらの豊臣

の大坂城下町計画をベースとして、徳川期の城下町づくり（堀川掘削とかさ上げ）があった。明治18年淀川

大洪水の際に描かれた浸水範囲図からは、豊臣氏が目指し、徳川が引継いだ城下町の形が看取される。

　資料作成にあたり、大阪歴史博物館　松尾信裕・大澤研一・豆谷浩之氏に多大なご教示を戴きました。ここに記して、感謝致します。
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